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フジテレビ あしたのニュース（2015.10.12.)放送
「子どもの勉強方法が変わる 「教育ビッグデータ」を取材しました。」
http://www.fnn-news.com/news/headlines/articles/CONN00305487.html



趣旨

• 従来の教育は、限られたテストデータで学習や教
育施策の評価を行わざるを得なかった。

• タブレット等によるe-Learningの普及で、テストの
みならず学習データや各種アンケートデータなど
を容易に収集できる状況が生まれている。

• ただし、単純にデータを集めるだけでは意味のある予測
は困難。

• 新たな２つの技術を導入することで、これまでの教
育を、科学的データに基盤を置く、エビデンス
ベースの教育へ確実に変えることができる。



子どものやる気は本当に上がったのか？

• 一時的に意欲を上げることは容易

• タブレットを導入した当初はみなやる気満々

• 綺麗で、面白い学習も長続きさせられない

• e-Learningの最大の課題＝継続できないこと

• ＝教育の古くからの課題

• つまらない学習を年単位で継続できなければ学
力は上がらない

• 学力低位の子どもが学習を継続しようという意
欲を上げる方法は皆無

• さらに、成績向上、意欲向上を客観的データと
して示す研究も実際のところ皆無←教育はそれ
でいいの？



どの子も成績は上昇

成績の向上を、冊子体として個別にフィードバックす
る支援が大規模に提供可能に



岡山県赤磐市の実践の結果
長期にわたって学習意欲が有意に上昇！(世界初)

• 最初の3ヵ月間は、漢字の難易度が低すぎ、成績の良い子どもには十分なフィード

バックが与えられなかったが（例）、低位の子どもには十分なフィードバック。
• 学習意欲(左）、自己効力感（右：継続しようという意識等）が、成績の個別フィード

バックによって確実に（有意に）上昇した。前半の3ヵ月間は、十分なフィードバック

がなされなかった群の子どもは、意欲は低下（この現象はどの学校でも起きている
こと）。有効なフィードバックが始まったところで意欲は上昇に転じた。

• 様々な要因が複雑に影響する教育の場で、学習意欲が長期にわたり有意に向上
する結果が得られることは予想以上の結果であり、世界初の成果

約6ヵ月間 約6ヵ月間



15年以上にわたる基礎研究
⇒自治体に成果還元できることを実証
 茨城、岡山、静岡、大阪、京都

の学校で検証実験を多数実施

 岡山大学寺澤研究室と岡山県
赤磐市とベネッセの産官学連
携事業の開始（平成26年9月よ

り）http://www.sanyonews.jp/article/38818/1/

 新型ドリルにより、個人ごと、クラスごとの成績の変化を可視
化。確実に成績が向上することを証明

 成績低位の子どもも確実に成績が上昇していく様子を可視化、個別
にフィードバック。

 成績が上昇していく結果を子ども一人ひとりにフィードバック
することで、子どもの意欲、特に継続しようという意識が有意
に向上



15年以上の基礎研究
（１）科学研究費補助金での助成、学術的評価

 実験系心理学、教育工学分野で科研の基盤研究Ａの助成を2度、基盤
研究Ｂ、萌芽研究などを受け、ようやく実用レベルになった。

 英語関係の2つの科研のプロジェクトで本システムが利用され始めた。

 教育ビッグデータ、データアナリティックスに関して複数の学会から講演
や解説論文の依頼。しかし同様の研究は世界でも皆無。

（２）多数の学校から導入要請、社会実装の開始

 株）リクルートの橋渡しによるNINTENDO DS用英単語学習ソフト

 口コミで広がり全国の20校を超える小中高校で検証実験

 岡山県赤磐市で社会実装開始。予想以上の成果。

（３）各種メディアで紹介：ここ2年ほど

 「教育ビッグデータ」「ビッグデータ 教育」等で検索すると、スケジューリ
ング法に関するページが2年前よりトップに表示

 http://www.okayama-u.ac.jp/tp/release/release_id33.html

 教育ビッグデータの先進事例として、朝日新聞（全国版）の一面で紹介（
平成27年5月5日）。その他、地元紙、日経新聞等、テレビなどで紹介



E-LEARNING、ビッグデータ研究の課題

（１）データは大量に収集できるが、そこから有益な情報を
抽出できない

• ビッグデータ研究の最大の課題

（２） e-Learningは継続することが困難

• 最初は楽しく意欲的に学習が行われるが、慣れると、
意欲は急速に減退し、継続できない。

（３）紙とデジタル間でシームレスなe-learningができない

• 小中学校では紙に書く学習はまだ必須。

• 紙をスキャンしデジタル化できても、それを子どもご
と所定の場所に届けることが難しい。

マイクロステップ
スケジューリング
法で解決

Ｔコード通信
原理で解決



データを単純に集めるだけでは、一人ひとりの子
どもの成績の上昇は、決して検出できない！

教育ビッグデータの何が難しいのか
NEW TECHNOLOGY その①



◆２ヵ月前に１，２度聴いた、
する

（上田・寺澤[2008, 2010]）

→大学の授業で簡単にデモ： 「鳥肌が立った」「感動し
た」「信じられない」という感想

◆ に大
きな効果として検出される（西山・寺澤［2013］）

日本の心理学の主要誌に掲載、海外誌も追試の
報告が始まる（Kawaguchi & Nishiyama,2014)

信じられない微細な経験の影響が長期に残る
→一つのイベント効果さえ過小評価できない

山陽新聞



行動履歴データのさらに大きな問題

縦
断
的
研
究

・多数の個人の
データをひとまとめ
にするとタイミン
グの違いや評価ま
でのインターバル
が大きな誤差とな
り、ミクロなイベ
ントの影響が埋も
れてしまう

Ａ Ａ ＡＡＢ Ｂ

Ａ Ａ ＡＡ Ｂ Ｂ

Ａ Ａ ＡＡＢ Ｂ Ａさん

Ｂさん

Ｃさん

→ビッグデータから有益な情報を抽出・予測することの困難さ

タイミング条件の数は人類の
数をはるかに上回る

イベントのタイミン
グはまちまち、さ
らに、いつ評価す
るかでイベントの
効果は変わる



スケジューリング法（マイクロステップ法）

マ
イ
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法

マイクロ・ビックデータ
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事前に膨大なイベントの生起スケ
ジュールを緩やかに制御したうえで、
各イベントに対する個人のデータを収
集

解析時に、イベントをスケジュールご
とに分離させ、類似したイベントをまと
めることで、個人の行動変容を高い精
度で描き出す

解析時に分離しスケジュール・イベントごとに集約
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何万というイベントをあらかじめ
スケジューリング



イベントスケジューリング法（種まき法）
学習頻度、難易度、タイミング、一日の学習時間や負荷を年単位
で統制する：何十万というイベントの詳細なスケジュールを生成し、
それに対応付けて反応を全て回収・記録・解析

第３・・・ ・ ・

1回目 1 4 5 8 1 4 5 8 ●
2回目 2 3 6 7 2 3 6 7 ●
3回目 2 3 6 7 2 3 6 7 ●
4回目 1 4 5 8 1 4 5 8 ●
5回目 1 4 5 8 1 4 5 8 ●
6回目 2 3 6 7 2 3 6 7 ●
7回目 2 3 6 7 2 3 6 7 ●
8回目 1 4 5 8 1 4 5 8 ●
9回目 1 4 5 8 1 4 5 8 ●

10回目 2 3 6 7 2 3 6 7 ●
11回目 2 3 6 7 2 3 6 7 ●
12回目 1 4 5 8 1 4 5 8 ●
13回目 1 4 5 8 1 4 5 8 ●
14回目 2 3 6 7 2 3 6 7 ●
15回目 2 3 6 7 2 3 6 7 ●
16回目 1 4 5 8 1 4 5 8 ●
17回目 1 4 5 8 1 4 5 8 ●
18回目 2 3 6 7 2 3 6 7 ●
19回目 2 3 6 7 2 3 6 7 ●
20回目 1 4 5 8 1 4 5 8 ●
21回目 1 4 5 8 1 4 5 8 ●
22回目 2 3 6 7 2 3 6 7 ●
23回目 2 3 6 7 2 3 6 7 ●
24回目 1 4 5 8 1 4 5 8 ●

注）●は呈示ユニットを表す

第６  イベントユニット第１  イベントユニット 第２  イベントユニット

１ヶ月目 ２ヶ月目 ６ヶ月目

第１条件ユニット

呈示ユニット 呈示条件（８回条件）

第２条件ユニット

第３条件ユニット

第４条件ユニット

第５条件ユニット

第６条件ユニット

第７条件ユニット

第８条件ユニット

第９条件ユニット

第10条件ユニット

第11条件ユニット

第12条件ユニット

第１条件ユニット

第２条件ユニット

第３条件ユニット

第４条件ユニット

第５条件ユニット

第６条件ユニット

第７条件ユニット

第８条件ユニット

第９条件ユニット

第10条件ユニット

第11条件ユニット

第12条件ユニット

各イベントユニット内でのコンテンツ項目（および呈示条件）の配置の順序はできる限り同じにする

第１条件ユニット

第２条件ユニット

第３条件ユニット

第４条件ユニット

第５条件ユニット

第６条件ユニット

第７条件ユニット

第８条件ユニット

第９条件ユニット

第10条件ユニット

第11条件ユニット

第12条件ユニット



客観テストでのコンピュータ画面例



評価イベント リスト構成をまとめると．．．

1ヶ月目 テストリスト1
タイミング
セットA

タイミング
セットB

タイミング
セットC

条件

ユニット1

条件

ユニット2

条件

ユニット3

条件

ユニット4

条件

ユニット5

条件

ユニット6

インターバル相殺法とはインターバル相殺法とは



評価イベント リスト構成をまとめると．．．

1ヶ月目 テストリスト2
条件

ユニット1

条件

ユニット2

条件

ユニット3

条件

ユニット4

条件

ユニット5

条件

ユニット6

インターバル相殺法とはインターバル相殺法とは

タイミング
セットA

タイミング
セットB

タイミング
セットC



評価イベント リスト構成をまとめると．．．

1ヶ月目 テストリスト3
条件

ユニット1

条件

ユニット2

条件

ユニット3

条件

ユニット4

条件

ユニット5

条件

ユニット6

インターバル相殺法とはインターバル相殺法とは

タイミング
セットA

タイミング
セットB

タイミング
セットC



人間の行動履歴データを行動予測に活用
するために必要なこと

 膨大なイベント（学習・テスト）を扱う必要

 現在の学習教材は1つの問題が1度呈示。数十万という
イベントを操る必要。

 「いつ」というタイミングと学習とテスト（測定）の間の
インターバルなど、科学的に扱われてこなかった
時間軸上に想定される新たな条件の影響を考慮し
たスケジューリングの原理の確立が必要

 現在のテストは、いつ、どのようなタイミングで学習をした
のかを考慮していない

 認知心理学の複雑な実験計画法と情報のデータベ
ースシステム開発のスキルと専門知識が必須：融
合領域に入ってくる研究者は少ない



自己評定値の変化と近似直線
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学習者Ｃ 7.5ヵ月 12.3ヵ月 3年

1000語の英単語をマスターするのに，何ヶ月かかるの？

個人レベルで成績の確実な変化を描き出している研究は
世界的にもなく、社会科学の分野で、個人レベルで反応
傾向が、可視化されることはあり得なこと
⇒時間条件の影響はかなり大きい
⇒全ての行動ビッグデータに言えること 21

個人の成績（行動）予測が高い精度で可能になった



最初の成績が低位の子どもも
成績は確実に上昇していく
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児童Ａ 児童Ｂ 児童Ｃ

e-learningによる不登校生徒の成績の変化（約10ヶ月）
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客観テストレベル３客観テストレベル１ 客観テストレベル2 22

漢字の読みドリルの客観テストの成績



成績の低い子どもは勉強面で励ませない

成績が平均より常に低い子どもは小中高とずっとネ
ガティブな評価しか受けていない

自分で勉強面で自信を持つことはできない

 「どうせやってもできない」

保護者も、本当は褒めてあげたいと思っていても、
ほめる情報がないため、その裏返しとして「勉強しな
さい」としか言えず、子どもとの関係も、すさんでしま
う。

⇒子どもの意欲の低下、家庭の教育力の低下の大き
な原因は、「成績の低い子どもを励ます情報」がなか
ったこと



漢字四字熟語の意味の学習の成績の変化（2日に1本のグラフが出るスケジュール）

漢字四字熟語の意味の学習の成績の変化（1週間に1本のグラフが出るスケジュール）

一人ひとりの学習者の成績の上昇を、完全に個別に
フィードバックする支援を実現（下図は小学生のデータ）



学習者ごとの学習ビッグデータから、自覚でき
ない成績の上昇を世界で初めて個別に可視化

生徒Ａ 生徒Ｂ 生徒Ｃ

3人の高校生の英単語ドリルの自己評定成績

NINTENDO DS用
ソフトにも実装

3名の麻布高校生のデータ

個別に学習完了の時期を予測することも可能！



 シケ単、ターゲット、速
読英単語など9冊の単
語本のうち3冊以上で

重複して掲載されてい
る英単語を抽出（寺澤・吉

田・太田,2007）。

 各単語について、13の
国立大学の1,2年生に、

熟知度などを評定して
もらった結果を基に、難
易度ランキングを作成
（梶上・寺澤,2002）。

 TOEICの得点レベルと
も対応（未発表）

収録されている英単語と難易度



学習内容ごとに成績の変化を連続測定し、学習
者ごとのランキングリストを個別にフィードバック

難易度

児童Ａの事例

漢字の難易度は子ども一人ひとりで
違い、その子の生活を反映している

アダプティブラーニングも実現可能

一番簡単な漢字が「犬歯」？？家が犬のブリーダーをやっている



一般的な学習効果のイメージとは
大きく異なる事実が多数明らかに
なり始めている

ビッグデータの分析で新たに明らかに
なってきた事実



一つの単語を長期にわたり何度も繰り返し学習
するスケジュールで学習の反復効果を測定．

１ヶ月目 ２ヶ月目 ３ヶ月目

● ● ●

●○○○○○○○ ●○○○○○○○ ●○○○○○○○

・・・

単語A　（１回繰り返し条件）

単語B　（８回繰り返し条件）

１ヶ月目 ２ヶ月目 ３ヶ月目

● ● ●

●○○○○○○○ ●○○○○○○○ ●○○○○○○○

・・・

単語A　（１回繰り返し条件）

単語B　（８回繰り返し条件）

分析して
みると・・・



英単語の学習は1単語を1日に何度も見ても効果は期待で
きない（1日せいぜい4，5回）

最初の評定値の変化
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寺澤・吉田・太田(2008：教育心理学研究)
寺澤（印刷中：太田信夫・佐久間康之（監修）
「英語教育学×認知心理学」 北大路書房）で紹介

出現頻度や学習のタイミング等を管理／統制しなければ、無駄の
多い学習を子どもたちに課すことになる。

非常に大きな問題

一夜漬けの学習であれば、
10回20回と繰り返し学習

するほど成績は上がり、
100点をとることはできる。

ところが、同じ学習をして
１ヵ月後に残っている実
力には、５回以上の繰り
返しの効果が検出できな
い。

一夜漬け：顕在記憶
実力：潜在記憶



岡山県赤磐市の実践の結果／新たな学習法の発見！？
成績はどの子も確実に上昇。クラスの特徴も明確に可視化！

非常に効率的な学習法の発見！？
1日5分に満たない学習を約5週間継続（トータルで約2時間）するだけで、約250語の読み
の難しい漢字の読みを習得できる可能性がある！長期にわたり、学習を計画的に分散
させることで、トータルでは非常に短い時間で習得できる可能性がある！
（参考） 1日にまとめて学習しても効果は期待できない：漢字の読みの場合、一つの漢字
を1日に2回を超えて学習しても、その効果は実力レベルの成績には効果を持たない（寺
澤・吉田・太田,2007）。

一夜漬けの効果を排除した成績が着実に向上（左：全児童の平均、右：6つのクラスごとの平均）

全体平均 クラスごとの平均



目指すべき教育

創造的思考力の育成
体験重視

主体性の育成

知識習得を科学的に
支援し、本来の教育に
パワーを注ぎ込めるよ
うにすることが目的

知識習得を促す教育す
ら科学されておらず、
重しにさえなってきた
「思考力より受験」

機械的暗記
学習なんてな
ぜ研究する

の？



思考力と知識の分離が実現できる

全ての問題=思考力＋知識+α

知識の習得を完全に可
視化することで、思考
力の本質を研究対象に
できる。

積み残しを自力でクリ
アすることが絶対に可
能になる！＋意欲向上



教育の諸問題を根本的に解決する糸口
子ども危機的シグナルの検出

約3ヵ月間の抑うつ傾向の個人の変動
左：大多数の子どもは安定している
右：変動が大きい子どもはわずか（3%未満）

ドリルの最後に3,4個の意識調査項目をスケジューリングし

入れることで、子どもの抑うつ傾向、学習意欲等の時系列
変化を個別に可視化することが実現された

今まで見えなかった新事実

子どもの危機的状
態を察知するシグ
ナルを外部の支援
者と共有すること
が可能に

→問題を実質的に
解決できる新たな
アプローチが原理
的に可能になった



教育の諸問題を根本的に解決する糸口
 いじめなど、危機的状況にある子どもを、客観的にピックアップし、完全

に水面下でサポートすることが原理的に可能になった（心の体温計の実
装）。
 子どもの意識を定点観測。抑うつ傾向の高い子どもをデータからピックアップすること

が可能に。



教育の諸問題を根本的に解決する糸口
年単位で学習意欲が向上

 成績のフィードバックにより、意欲が低かった不登校生徒の学
習意欲が劇的に向上。面白みに欠けるドリルでも、10か月間
学習量は増加の一途。朝から晩まで学習する状況も生まれた。

→不登校の子どもの変化が、家族、支援者に
大きな変化を引き起こした
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大学

新たに生まれてくる不登校児童生徒の支援
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• 不登校の子どもの支援の本質的問
題：接点が作れない

• 成績が上がるデータを子どもはとて
も必要とする。

• そのデータを持ってきてくれる支援
者や教師を子どもは歓待。

• 支援者や教師にとっては、普段見え
ない子どもの様子を知ることが可能

• 自宅に、社会との接点を計画的に
恒常的に作り出すことが可能に
なった。（日本認知心理学会第6回日本認

知心理学会優秀発表賞（社会的貢献度評価部
門 ）受賞

• 支援者の動機づけも大きく向上
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 現在取り組んでいる教育問題：貧困の連鎖

 経済格差が教育格差を引き起こしているわけではない。

 塾の機能は、学習時間を増やすこと：塾へ行くと勉強しかでき
ない

 自分から勉強する意識が高ければ、どこでも勉強できる

 負の連鎖の原因は、子どもが自分一人では学習を継続でき
ないことにある

 負の連鎖の断絶：問題行動をとる子どもも、勉強はした
い。問題集を一冊与えてもだめ。具体的に何をやればよ
いのかを明示できる教材が必要。
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根の深い問題を解決できる可能性



ビッグデータ研究の最大の障害は人間の認知能力

 データを出力する人間の行動は、機械やモノとは比較にな
らないほど複雑で、緻密。その特性を理解せず、データを
見ているだけでは、データの奥に潜む真実には決してたど
り着けない。出てくるのはありきたりの結果のみ。

 人間の記憶

 一夜漬けのベースとなっている顕在記憶と、実力レベルの成績や言語の基
盤となっている潜在記憶は、全く異なる特徴を持つ。

 聴き流した意味のないメロディ、見流した人の顔、日本語や英語など全ての
情報を人間は少なくとも半年単位で保持している。

 人間の購買行動

 好き嫌いは数か月前の遭遇回数の影響を受ける（ネガティブな方向で）。

 好き嫌いはまさに、タイミングの影響を強く受ける。同じ広告でも、それを受
けるタイミングで「タイムリー」となったり、「うるさい」となったり。

 渋滞も人の処理の結果

 車の異動は人間の判断の結果。渋滞情報を知った個人の数によって全体
の渋滞は変わってくる。人は高次な処理を行っている。出てくるデータのみ
から全体の状態予測を導くことは難しい。



• タブレットが導入されている自治体
や学校、大学であれば、すぐに、マ
イクロステップ法によるe-learning
は提供可能。

• 確実で目に見える成果を、学校を
通じて保護者にも頻繁にフィード
バック

• 自治体に確実に目に見える成果
を提供可能

• どの子もあきらめず、積み残しをク
リアすることが可能になるとともに、
やればできるようになることを実感
し、何に対しても意欲的になれる。

ご提案

積み残しのクリアを直近の目的として、コンテンツ、
アプリ、端末の効果検証、コンテンツの再構築とセッ
トで、自治体に一緒に導入を働き掛けませんか？



新たな通信原理の実装

（コンテンツコード通信：T-Code通信）

紙とデジタルを融合した新たなe-Learning
New Technology その②



何万枚もの紙のドリルデータをクラウ
ド経由で回収・記録・解析

マイクロステップ
データセンター
（岡山大学）

小・中・高
校、大学

家庭

マイクロ
ステップ
ドリル

学校・家庭

反応データ送信

N-Transfer
（NTT東日本・西日本）

（デバイスサーバ）

クラウド

Evernote

太郎君のグラフ

マイクロ
ステップ
通信簿

岡山 太郎

紙とe-learningの
ハイブリッド教材

フィードバック
データ

やれば
できる
んだ！

ワンプッ
シュ

お子さんの成績が悪い
問題は○と□と△です



T-Code通信

異種メディア・通信システムの融合技術

紙メディア、郵便、メール、ftp、LINE、facebook、
twitter等の通信を融合する技術

通信システムごとのアカウントなどを持たなくてもネ
ットを利用可能。

高齢者であっても簡単に使える

個人情報の完全な保護を実現：個人とヒモづけでき
る、端末のＩＰアドレスさえネットに流さずに個人の
学習データを収集することが可能になった。



今の通信原理

アドレスを付け替え、通信システムをつぎはぎ
する方法でしかコンテンツを届けられない

アドレ
ス変換

アドレ
ス変換

アドレ
ス変換

コンテンツ情報

通信システムごと
のアドレス情報

コンテンツ情報
通信システムごとのアド
レス情報

図１(下)：従来の異
種通信システムの
通信方法の概念図

通信システムA

通信システムB

通信システムＣ

通信システムＤ
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異種の通信システムは
融合できない
・メールはメール、LINE
はLINE、facebookは
facebookでしか受信でき
ない



何ができるか
• IoT： IPｖ6の有効活用

– 岡山のおばあちゃんが書いた手紙に、Ｔコードを付加したスキャン
データをＴセンターに送り、ＴセンターではＴコードで指定されている、
東京の息子の家のプリンターのIPアドレスに、スキャンデータを、その
プリンター用の通信データに変換し、送ることで、出力が可能

• LINEから、メールしか使っていない人にメールでコンテンツを
送る

• ラジオで紹介された楽曲を注文するなら、ラジオの非可聴域
にミュージシャンのＴコードを入れ、そのコードと一緒に、住所
と「買います」というメッセージを録音してＴセンターに送信す
れば注文が届けられる

• チラシ広告に広告主のＴコードを印刷して、配布すれば、そ
れを見た人が広告の商品に○をつけ、住所を書いたものを
スキャンもしくはデジカメで送信すれば注文が送れる

52



Data Center

Study of AI Educational Application

最初の評定成値の変化
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Behavior Sciences

データセンターの構築

何十万というイベン
トに対応する個人の
反応を全て収集・記
録し、そこから個人
の特性を描き出し、
その詳細な情報を
個 人 や 企 業 に
フィードバックす
ると同時に、学術
共同利用するため
の 大 規 模 な コ ン
ピュータ・システ
ムを構築、人材育成
を行う。

目指すのは社会科学
のシンクタンク



エビデンスベースの教育の他
これまでの不可能が可能になる

 教師の指導、学校の様々なイベントが子どもの成績や意識に与え
る影響を、定点観測しつつ、評価することが可能。

 大規模な因果推定の実現：全国規模での展開をめざす

 効果的な学習法の解明
 既に英語教育の研究者の科研の2プロジェクトがシステムを利用

 いじめの予測
 いじめが起きた学校等の子どもの意識変化を事後的に分析。パターン

を特定し、逆に予測に用いる

 統合失調症の初期症状（小学校高学年～）の検知

 不登校・自殺などと社会的事象の因果関係の検討

 広告効果の大規模研究の実現

 ゲームソフト技術とマイクロステップ技術の融合



 属性などが特定された個人が、頻繁
にアクセスするポータルサイトの誕生。

 広告の提示と反応記録を縦断的に、
計画的に実施できる場が生まれる→
広告効果の科学的測定を大規模に
実施可能→広告の提示をマイクロス
テップ技術でスケジューリングするこ
とで、効果的な広告の提示法を開発
していくことができる。

 科学的測定が原理的に困難であった
広告効果を可視化可能（予想）。

 新たなマーケッティングビジネス（シ
ンクタンク）の創出

 Google、Amazonよりも強力なサイト
の構築
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大風呂敷を広げると・・・広告効果を可視化し、その
知見を蓄積し、マーケッティング方法を高度化

個人属性に適合した広告の提示や、
学習者のアクションに対応した広
告も入れられる

広告を科学する
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個人属性が特定され、さらに個人のライフイベントに
対応した、反応ターゲッティング広告が実現可能。

究極のマーケッティング
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